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：こ チーム医療のなかでの漢方薬の果たす役割
. 
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Summary 
This study details the role of Kampo medicine in cancer therapy. Cancer normally cannot be cured only with Kampa med1-

cine. Therefore, Kampa should be administered in combination with surgery, chemotherapy, or radiotherapy. In that context, 
Kampa is useful in team therapy for patients with cancer. One of the characteristics of Kampa medicine is that Kampa 
diagnosis does not target the disease, but the patient with the disease. Kampa diagnosis is called "pattern d i a g nosiぶ Many

patients with cancer are diagnosed with a "deficiency pattern", "cold pattern", "qi deficiency pattern", or "blood deficiency 

pattern". Based on these diagnoses, hochuekkito or juzentaihoto are often used for patients with cancer. Many other Kam po 
formulae can be used for patients with cancer diagnosed with the "qi deficiency pattern" and/or "blood deficiency pattern" 
Kampo is not only considered an herbal therapy, but also acupuncture/moxibustion and Yojo (nourishing life). To implement 

these Kampo modalities comprehensively, team therapy is essential. In order to treat a patient with cancer, rather than the 

cancer itself, Kampo can be used effectively. Key words: Kampo med ic i ne 、 Team therapy, Pattern d i ag nos i s 、 Whole medical 

system, Corresponding author: Kenji Watanabe、 Facultyof Environment and Information Study, Keio University, 5322 Endo, 
Fujisawa, Kanagawa 252-0882, Japan 

要旨 がん治療における漢方の役割は多岐にわたる。しかしながら，残念ながら漢方だけでがんを治癒に導くことは不可能

である。むしろ手術，化学療法，放射線療法などの治療とうまく組み合わせることで治療がうまくいくことが多い。その意

味において，多領域の専門家が力を合わせてチーム医療を行うなかでこそ漢方の強みが発揮される。漢方治療の特徴は病気

ではなく，病気をもつ人間の診断をすることにある。これを「証」という。がんの患者の「証」は「虚証」，「寒証」，「気虚

証」，「血虚証」であることが多く，それに応じて補中益気湯，十全大補湯が用いられる。その他，気虚証，血虚証に対する

漢方治療は多々あり，がん患者の支援を行う。さらに淡方治療は薬物療法の他，鍼灸治療，養生も含まれ，こうしたことを

総合的に行うためにはチーム医療が欠かせない。がんという病気でなく，がんを有する 1 人の患者のためにも漢方治療の活

用を望みたい。

I. がん治療における漢方の役割

がん治療における漢方の役割は多岐にわたる。しかし

ながら，残念ながら漢方だけでがんを治癒に導くことは

不可能である。むしろ手術，化学療法，放射線療法など

の治療とうまく組み合わせることで，治療がうまくいく

ことが多い。その意味において，多領域の専門家が力を

合わせてチーム医療を行うなかでこそ漢方の強みが発揮
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される。

がんにおける漢方治療の役割は表 1 のようにまとめる

ことができる。すなわち，①抗がん剤・放射線治療の副

作用軽減，②術後の回復促進・イレウス予防，③化学予

防，④再発・転移予防，⑤緩和ケアにおける愁訴の軽減

である。このうち①，②については臨床的エビデンスが

集積されつつある叫③については小柴胡湯による慢性

肝炎，肝硬変からの肝臓がん発症予防の研究があるが2)'
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表 l がんにおける漢方治療の役割

1. 抗がん剤，放射線治療の副作用軽減

2. がん術後の回復促進・イレウス予防

3. 化学予防

4. 再発・転移予防

5. 緩和ケアにおける愁訴の軽減

表 2 がん患者にみられる症状と漢方の証

1. 食欲不振・体重減少一虚証

2. 低体温一寒証

3. 体力低下・全身倦怠感・食欲不振一気虚

4 ．皮間の乾燥・脱毛一血虚

5. 気分の落ち込み一気うつ

、(/)後．小柴胡湯が間質性肺炎を引き起こすことが判明

I. むしろ肝硬変患者では禁忌となったことは極めて残

心なことである。再発・転移予防は基礎研究では多くの

I 夕があるが3)' 残念ながら臨床エビデンスとしては

11/j (I(I'な結果は得られていない。緩和ケアにおける支援は

1|‘i;i診療ではよく経験することである。

のようにがん治療における漢方治療の役割は多岐に

いたるが，患者の全身状態改善には漢方治療もあるとい

)'とを思いついていただければ，その目的にふさわし

し 1 iりと）j薬が見つかるはずである。

II ヽ．漢方の見方

哭）j治療ではがんであるかどうかはあまり問わない。

洲I }jでは患者の状態を表現するのに「証」を重んじる。

|IIII I とは病気と宿主である患者との反応を表す言葉で

ある｛，がん患者の場合には，がんそのものおよびがん細

11:,1，から産生されるサイトカインによって宿主の状態が大

＜彩聾される。

そうした患者の特徴を伝統医学的に表現するのが「証」

ある。 WHO では国際疾病分類の改訂を行っているが，

I t '1)-11 ではアジアの伝統医学が入る計画で現在公開さ

れているベータ版にも掲載されている凡

伝統医学の章は， 1) 伝統医学の疾病， 2)'伝統医学

(/)』|：．に二つに分かれている。伝統医学の証のなかに日本

刀よく用いる証が入っているが，中国・韓国は国で決め

I:,li l：が整理されてるが，わが国ではそれがなかったため

WIIO 国際統計分類協カセンターでは新たに作成し，そ

J L を土台に伝統医学の国際分類を作成した。図 l に示す

とおり，「虚実」，「寒熱」，「六病位」，「気血水」の四つに

分けられるが立このうち「六病位」は急性熱性疾患の時

に初俎すべき証であり，がんのように緩徐に進行する疾

、出の場合には「気血水」が重要視される。これらの解説

は成書にゆだねるとして見がん患者で多くみられる漢

' 

•太陰病

•少陰病

蕨陰病

気血水

•血虚
•密血

気うつ •水毒

•気逆

図 l 漢方医学の証

方医学的証について解説する。

rn．がん患者の漢方医学的特徴（表 2)
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がんの進行とともに，漢方医学的には特徴ある証に

なっていくことはよくある 6)。まず，食欲が低下し，体重

減少を起こす。こうした状態を「虚証」という。体重減

少に伴い筋肉・脂肪の量が減少し，体が冷えやすくなる。

こうした状態を「寒証」という。寒証の場合，患者が冷

えの自覚をし，実際に低体温になる。低体温が免疫を落

とすことはよく知られているが，体を冷やさない注意を

することが重要である。

食欲が低下し，倦怠感が強くなってくると「気虚証」

となる。「気」の定義はなかなか難しいが英語では “vital

energy"と訳されたりする。すなわち，生命維持の根源

である。その「気」が絶対的に不足する病態が「気虚」

である。気虚証の症状としては，元気がでない，気力が

ない，体がだるい，疲れやすい，食欲・意欲がない， 日

中の眠気（特に食後眠くなる）といった症状が出現する。

食後の眠気に関しては，がんの進行とともに食後の副交

感神経の活動が過剰になり， うとうとして起きてられな

いという状態になる。

さらにがんの進行とともに，栄養状態の低下が随所に

出現するようになる。こうした病態を漢方では「血虚証」

という。血液は全身を循環しながら栄養分を運ぶのが

「血」の働きであるが，この栄養を運ぶことが障害された

病態が血虚である。症状として，外からわかるのは皮屑

が乾燥してきて黒ずんでくる。爪が脆くなって，割れた

り二重爪になる。実際に貧血になるのも血虚である。そ

の他毛髪が細くなり，白髪が増えたり脱毛も血虚症状

である。概して病気が長引いた時にみられる病態である。

がんや膠原病で進行した状態となり，全身の栄養状態が

悪化した場合にみられる。

これらがんの進行とともに，「気虚証」からさらに「血
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虚証」が加わった「気血両虚証」となることがよくある。

一般的には消化器がんのほうが消耗状態の進行が早く，

「気虚証」から「気血両虚証」に早く移行することが多い。

w．漢方の補剤について

こうした気虚，血虚といった病態に用いられるのが

「補剤」である（図 2) 。気虚は上記のとおり胃腸機能が衰

えた状態であるので，胃腸機能を改善する朝鮮人参，白

煎，萩苓，黄者といった生薬が配合されている漢方薬が

用いられる。漢方薬としては，人参湯，四君子湯，六君

子湯小建中湯，それに補中益気湯（ほちゅうえっきと

う）などである。

一方，血虚に対して用いられる漢方薬としては四物湯，

苗帰膠文湯などである。気虚，血虚のいわゆる「気血両

虚証」に用いられる漢方薬が十全大補湯（じゅうぜんた

いほとう），人参養栄湯である。大防風湯は関節リウマチ

などの疼痛疾患に用いられる。このうち，がんで最もよ

く使用する漢方薬は補中益気湯と十全大補湯である（表

3) 。補中益気湯は「気虚証」の代表的な薬剤であり，そ

の構成生薬をみると，人参・白粛・甘草・大棗•生姜と

いった四君子湯の成分が配合されている。四君子湯は気

虚証に対する代表的な漢方薬である。一方，十全大補湯

は人参·白粛・萩苓・甘草といった四君子湯の生薬と当

帰・芍薬・川肯・地黄といった四物湯の成分が両方配合

されている。四物湯は「血虚証」の代表的な漢方薬であ

り気虚証血虚証両方に対応できる「気血両虚証」の
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薬であることがわかる。

補中益気湯，十全大補湯双方に共通の生薬のうち，人

参・黄者は補剤としての作用が強く，「参昔剤」などとい

う呼び方をする場合もある。人参養栄湯は十全大補湯と

非常に近い処方構成であるが，五味子と遠志が配合され

るのが特徴的であり，五味子は呼吸機能を改善し遠志は

中枢に働くため，十全大補湯の気血両虚証の症状に加え

て，呼吸器・中枢の症状がある場合によく用いられる。

V. がんチーム医療としての漢方

漢方におけるがん治療は「がん」という病気を相手に

しているわけではない。「がん」という病をもつ人間を相

手にした場合様々な症状に対し漢方治療が役立つこと

が多い（表 4) 。がん患者は，がんそのものによる種々の

症状出現に加えて抗がん剤や放射線治療による影聾を受

図 2 補剤の種類

表 3 補剤の生薬構成

四君子湯 四物湯 その他

補中益気湯 人参・白煎・甘草・大棗•生姜 当帰 黄者・陳皮

十全大補湯 人参・白粛・萩苓・甘草 当帰・芍薬・川笥・地黄 黄者・桂枝

人参養栄湯 人参・白粛・萩苓・甘草 当帰・芍薬・地黄 黄者・桂枝・陳皮

症状

体璽減少

食欲不振

下痢

便秘

冷え

疼痛

気分の落ち込み

黄疸

嘔気

白血球減少

末梢神経障害

手足症候群

表 4 がん患者によくみられる症状と漢方治療

淡方治療

十全大補湯，補中益気湯，人参養栄湯

四君子湯，六君子湯，人参湯

真武湯，人参湯

大黄甘草湯，i|翡j腸湯，麻子仁丸，桂枝加芍薬大黄湯

四逆湯真武湯人参湯，十全大補湯，当帰四逆加呉茉英生姜湯

十全大補湯，桂枝加訛附湯，大防風湯，真武湯

香蘇散，半夏厚朴湯抑肝散加味逍遥散

茜甑嵩湯，茜陳五苓散

小半夏加萩苓湯，人参湯

十全大補湯

牛車腎気丸桂枝加）It附湯

十全大補湯，牛車腎気丸
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り様々な症状を呈する。こうした場合に，西洋医学的

I• ノ＂ローチで足りない場合に漢方治療を考慮すべきであ

I1 ，漢方治療の場合には目的とする症状以外にも効果を

I げる場合があり，一つの薬で複数の効果が期待できる。

がん患者の悩みを身近で聞く機会の多い看護師は，が

／しに付随する， もしくは一見関係ないようであっても，

11 i古の質を低下させる症状を丁寧に聞いて医師に報告し

欲しい。医師は西洋医学的アプローチとともに漢方治

Ih A・，g•I.似し，試して欲しい。薬剤の効能および副作用に

）いては薬剤師の役割が重要である。さらに，「漢方」と

い｀） I i菜は漢方薬を用いた治療（狭義の漢方）だけでな

. I 鍼灸治療」および生活指導を行う「養生」も含まれ
), 

柊：hり緩和のためには「鍼灸」の活用も時には必要であ

り，鍼灸師の出番である。さらに「養生」は漢方的生活

Ill（祁であるが特に漢方では「医食同源」が強調されて

｀し， II 々の食事摂取は重要である。基本的にはがん患

「 I し！J．哀弱に伴い低体湿に陥ることが多いので，体を温

Vl :, ft 'l i·が勧められる。食材そのものに五性（ごせい：

:11 • ii,,,1』·‘|乙．涼・寒）があり，熱や温の食材を選ぶこと

I, I, しろんであるが，調理法も加熱処理を加えて温めて

「I 4心とも重要である。こうした食事指導は栄養士の

('1•,I』が欠かせない。

まとめ

か／＼汁源の現場で，漢方治療の役割は多岐にわたる。
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がん治療の補助療法としての漢方治療，抗がん治療の副

作用軽減のための漢方治療など，その応用範囲は広い。

さらにがんに付随する， もしくはがんとは直接関係ない

が患者の生活の質を低下させる症状に対し，比較的副作

用を少なく対処することができる。さらには淡方の薬以

外の治療法．すなわち鍼灸や養生といったものも含め，

がん治療のチーム全体で漢方の活用についての認識を新

たにしていただきたいと思う。
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